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２５日間の夏休みも終わり、２１日
から２学期がはじまりました。

始業式では、校長先生からのお話の
あと、各学年の代表２名が、１学期の
反省をもとに、夏休みのふりかえりと
２学期の抱負を話しました。

１学期末に行いました学校評価
アンケートへのご協力、ありがと
うございました。

今年度より、項目を見直した事
もあり、今までとちょっと勝手が
違った感があったかもしれません。
項目８までは生徒の成長、項目９
以降は学校教育活動についてです。

集計結果を見ますと、学校の教
育活動へは高い評価をいただくこ
とができました。

生徒の成長にかかわる項目につ
いては、保護者・生徒自身・教職
員ともに２点台の項目があります
が、学校と家庭で歩調を合わせ、
生徒一人ひとりに大人の自覚を促
していく事が必要なのでは？と思
います。

この結果をもとに、職員会議を
行い、より生徒の心に響く教育活
動を行い、生徒一人ひとりが自分の将来をしっかりと見据え、学習
に、行事に全力で取り組めるよう、教職員全員で体制を整え、取り
組んで行くことを話し合いました。
１学期にも増して、ご理解・ご協力をお願いするとともに、何か

ありましたら、担任・学校へご相談頂きますようお願いいたします。

今年度は、北大臨海実験所の協力を得て、
厚岸の海での校外学習となりました。

実習船「うみあいさ」に乗船し、ギスカジ
カ・ムロランギンポなどの魚、クリガニ・北
海シマエビ、海藻の中に済んでいる虫などの海の生物を採取し観察
しました。なかなか接する事のない海の生き物ですが、全員、興味
津々で採取や観察する事ができました。

８月２５日（金）、平澤亜美さんが、厚岸中学
校から３学年に転校してきました。早く太田中に
慣れて、楽しい太田Lifeを満喫してくださいね。

日 曜 学 校 行 事

1 金 北海道シェイクアウト

釧路東説明会

2 土

3 日 厚岸町中学生英語暗唱発表会

4 月 町会 午前授業 町研９月大会

5 火 職業体験（２年）

6 水 職業体験（２年） 図書バス

厚岸翔洋体験入学（３年）ＡＬＴ

7 木 職業体験（２年） 委員会

8 金

9 土 釧路地区中学生秋季バド大会

10 日

11 月 文化祭特別時程（～２９日）

ＰＴＡ役員会

12 火 Ｌタイム

13 水 学力テスト（３年・総合Ａ）

ＡＬＴ 職員会議

14 木 委員会

15 金 芸術鑑賞

16 土 酪農祭

17 日

18 月 敬老の日 敬老会

19 火

20 水 ＡＬＴ 図書バス

21 木 委員会

22 金

23 土 秋分の日

24 日

25 月 朝会 釧路江南説明会

26 火

27 水 研修 ＡＬＴ

28 木 委員会

29 金 テスト範囲表提示

30 土 文化祭前日登校日

釧路湖陵説明会

継続とチャレンジ
そして失敗したら素直に認めること

校長 近藤 伸哉

８月２１日の始業式で、「２学期にぜひ取り組んでほしいこと」と
して生徒に対して主に次の２つのことを話しました。

１ 今の自分よりも少しだけ上のレベルの目標（あれもこれもという
のではなく１～２つに重点化した目標）をたて、その目標に向かっ
て努力を継続すること。

２ 失敗を恐れない勇気をもって、いろいろなことにどんどんＣhall
enge（チャレンジ 挑戦）すること。

生徒達は、今、２学期の目標などをたてて頑張っています。
今回は、そこにもう１つ付け加えたいと思います。それは、

３ 失敗したら、素直に認めること。です。

まずは、１，２のように、いろいろなことに積極的にチャレンジし
てほしいですし、自分が立てた目標に向かって地道に努力を継続して
いってほしいと思います。
しかし、前号でも書きましたが、積極的なチャレンジには失敗がつ

きものです。また、人間ですからいつもいつも努力を継続することが
難しく、努力できなかったりすることもあるかもしれません。
大事なことは、そんな失敗をした時に、いいわけを並べるのではな

く、その失敗を自分で受け入れ、素直に認めることです。
そうしないと、次につながりません。
「失敗をしてしまった。」という事実を自分で受け入れ、認めたな

らば、次は、その失敗を繰り返さないようにするための方法を考える
ことができます。
例えば、
・立てた目標や 目標達成のための取組、チャレンジに無理はなか

ったか。見直す必要はないか。
・努力を継続できなかったのは、自分の気持ちの問題なのか。環境

も影響しているのか。
そのような視点から、見直すことが必要な点があったら見直し、再

び目標達成のための取組、積極的なチャレンジを続けていけばよいと
思います。
そうなって始めて、今回の失敗は「意味のある失敗」になります。

生徒達は、これから１０月1日の文化祭に向けての取組や練習が本
格化します。生徒一人ひとりが「自分のよさを発揮しながら、のびの
びと表現し、保護者、地域の皆様に披露できる」機会となるよう学校
で指導して参ります。その文化祭の取組でも、失敗などを乗り越えて、
積極的にチャレンジしたり、努力を続けたりして、一段と成長できる
チャンスとなることを願いながら指導していきますので、保護者、地
域の皆様も生徒を励まして頂けると助かります。引き続きご支援のほ
どをよろしくお願いいたします。

あっという間に夏休みが終
わり、いよいよ２学期となり

ました。文化祭・職業体験・三者面談と盛り
だくさん。特に１ヶ月後には文化祭です。学
習場面と準備の場面との気持ちの切り替えを
すばやく行って、どちらも充実できるように
したいですね。

№ 質問項目 保 生 教

1 学校に来るのが楽しい 3.2 3.3 3.2

2
将来の目標を持ち、その実現に向けて学校
生活を送っている。 2.8 2.8 2.7

3
真剣に授業に取り組み、授業の内容を理解
している 2.9 3.3 2.9

4
宿題以外の家庭学習にも意欲的に取り組
んでいる。 2.7 2.5 2.4

5
早寝・早起き・朝ごはん型の生活をしてい

る。 2.6 3.2 3.0

6
身だしなみや挨拶、言葉遣いがきちんとし
ている。 2.8 3.0 3.4

7
誰に対しても思いやりの心を持ち、相手の
立場に立って行動している。 2.9 2.9 3.3

8
自主的に考えて行動し、責任を持って生活
している。 2.8 3.1 2.7

9
学校（先生）は、熱心でわかりやすい授業を

している 3.5 3.7 3.4

10
学校（先生）は、いじめのない学校・学級づ
くりに努力している 3.5 3.5 3.5

11
学校（先生）は、生徒一人ひとりを大切にし
てくれている。 3.6 3.4 3.6

12
学校（先生）は、進路実現に向けての指導
を十分に行っている。 3.7 3.7 3.3

13
学校（先生）は、保護者や地域の方々と連

携・協力している。 3.6 3.6 3.1

14
学校（先生）は、学校・学級だより、先生の
声などで情報を伝えている。 3.8 3.6 3.7

学校評価アンケート集計結果


